
岡山市西川緑道公園
西川緑道公園は岡山市の都心、岡山駅の東を南北に流れる西川用水を利用して、
約2.4 ㎞の区間に渡ってつくられた緑道公園です。元々この西川緑道は、約400 年前
の慶長年間に城下町の人々の飲み水や生活用水として利用されていたものでした
が、昭和49年度から９ヶ年かけて、「緑と花・光と水」のまちづくりを提唱した当時の岡
崎市長が、都市に利便性と水辺を活かした自然との共生を目指して、西川沿いに緑
地や歩行者空間を整備されたものです。その後、この西川緑道公園はどこの都市に
も無い中心市街地を貫く「水と緑の回廊」として、また、市民に癒しを与える水辺の
オープンスペースのモデルとして「第１回緑の都市賞」「第3回美しい都市づくり賞」「都
市景観大賞（都市景観百選）」などを始め他にも沢山の受賞などで全国から高い評価
を受けている岡山市自慢の公園です。
この魅力溢れる西川緑道公園を活用しない手はありません。そこで私達は、昭和61 
年からの13年間に渡り、西川周辺を人が生活し、集い、楽しむことのできる「まちづく
り活動」を次のテーマで行ってきました。
１．公園の両サイドにある車道のモール化　２．公園の中に集い・憩い・楽しむ要素を
取り込む  3．両側の建物は景観にマッチさせる
以上、市民の共通意識が生まれるまで時間をかけて実績を積み重ねて行こうというも

のでした。結果、公園や広場の使われ方は、フリーマーケットやコンサート会場など、市民が自己表現できる場であり、人と人が出会う空間。にぎ
わいの創出など新しいニーズが生まれ、公園行政にも大きな影響を与えるきっかけにもなりました。今また、市の整備も進み、歩いて楽しい街づ
くりの拠点として、見通しが良く、安心して歩ける緑道公園へと充実してきています。私達のこれからの都心の生活イメージは、まち中でも自然や
緑に囲まれて、魅力ある商業文化と共に、住み続けたいと市民の皆が思う街に変わってゆくことだと夢見て活動を継なげています。（藤田佳篤）

旧日銀岡山支店「ルネスホール」の再生と活用
旧日銀岡山支店は、岡山市の中心市街地に残る貴重な都市遺産である。平成11年
「旧日銀岡山支店を活かす会」の発足以来、官民協働による街づくり事業として、この
歴史的建造物を後世に残すためのプロジェクトが生まれた。経済の一極集中化に反
比例して、地方都市の地盤沈下と荒廃が急速に進む状況にある中で、市民サイドか
らは地域の歴史資産を再活用しながら独自の街づくりを目指す動きが草の根的に拡
がって来た。銀行店舗移転に伴い、昭和62年より放置されてきた建物を市民の視点
から保存・再生する為、建築家が一体となって活動した。
大正11年（1922年）に竣工した本館は、大正、昭和に銀行建築を数多く手掛けた、名
手・長野宇平治により設計されたものであり、その中でも質的に高い水準が維持され
ており、歴史的建造物として文化・社会史に深く係わる「都市景観のシンボル」となっ
てきた建物である。
今回の計画は、この様な建物を保存・改修し「芸術・文化の創造拠点」として再生する
ことである。具体的には、耐震性の不足と診断された本館を耐震補強し、室内楽を中
心としたアコースティ（飲食を楽しむこともできる）として改修すること。又、ホワイエ・事
務室・ラウンジ・ＷＣ等の機能を収めた新築棟を増築すること。いま一つは、外塀を撤去し、街に開かれた都市庭園を整備することであった。平
成17年の竣工後、運営は軌道に乗り、市民の認知は定着したが、依然全体のプロジェクトの半分が完遂されたばかりであった。「活かす会」設
立以来、十数年の時を経て、金庫棟の再生が厳しい経済情勢の中にも予算づけられ、平成23年３月に竣工を迎えることができた。
昭和41年竣工の金庫棟は、その性格上極めて堅牢な建物であり、耐震指標のＩＳ値も良好であったため、主要構造部はそのまま保存し、基本的
に躯体欠損を最小限にとどめた計画とした。整備の内容は、地域のアーティストを中心として練習や作品発表、また交流の場とし、幅広い層の
芸術文化の人材育成拠点とし、地下１階には練習・録音スタジオ、１階にはアートギャラリー、２階は様々なジャンルのグループが使るワーク
ルームにリニューアルされ、更に多様で充実した活用が期待される。開館以来６年の歩みの中で古い歴史遺産が新たな社会的役割を得て、地
域社会の中に確実にその地歩を固めてきた感じる。（佐藤正平）

岡山県倉敷市伝統的建造物群保存地区（美観地区）
古来、備中國倉敷は、地味地勢に恵まれ交通の要衝として、人やものの往来が盛んに行わ
れた土地である。徳川幕府直轄領の時代には封建制ながら自由の気風も生まれ、物資の集
積で財をなした人々が建てた商家、民家の建築群が倉敷川を中心に形成されてきた。これら
の伝統的建造物群が現在の美観地区であり、風土を感じさせる貴重な景観としてその姿を今
に残している。明治に入ると倉敷紡績の勃興により財をなした2代社長の大原孫三郎の後ろ
立てで、建築家薬師寺主計の手による銀行や美術館などの近代建築の名品がこれに加わ
る。さらには、３代社長大原総一郎のまちづくりビジョンを具現化すべく、建築家浦辺鎮太郎に
よる作品（倉敷国際ホテル、倉敷アイビースクエア、倉敷中央病院等）が加わり、巨匠丹下健
三の初期作品（旧倉敷市役所：現倉敷市立美術館）などの現代建築が続く。こうして、倉敷の
町並みはその時々の先人の知恵で町並みの発展と保存がはかられ、今も現役の建築として
順次改修、修復が続く歴史のある生きた都市空間を形成しており、現在はＮＰＯ倉敷町家トラ
ストなどの景観保全組織において、複数の建築家が市民目線での新たな「まち守り」として活

躍している。さて、この脈々と続く生きた都市倉敷にも大きな危機が迫った時期があった。先の大戦と高度経済成長期以降の建築ラッシュであ
る。しかし、太平洋戦争による戦禍を奇跡的に免れた倉敷は、戦後間もない昭和23年に倉敷観光協会準備委員会が本町、前神町、向市場町な
どの中心的区域を観光風致地区に指定した事がきっかけとなり、住民有志により倉敷都市美協会が設立されたところから戦後倉敷の景観保全
運動がはじまり、その後、行政の積極的な取り組みもあり、市は昭和43年に「倉敷市伝統美観保存条例」を制定し、昭和44年「倉敷川畔特別美
観地区」を指定した。昭和53年に「倉敷市伝統的建造物群保存地区保存条例」、さらに昭和54年に「重要伝統的建造物群保存地区」（13.5haその
後平成10年に15haに拡大）として国の選定を受けるまでになった。また、平成２年には全国にさきがけ背景保全条例を制定した。平成12年に「倉
敷市美観地区景観条例」を制定、平成17年には景観法に基づく景観条例として改正し、無秩序な建築ラッシュは抑制された。
こうした先人の知恵と努力により、江戸から明治・大正・昭和そして平成へと続く今の倉敷美観地区がある。（中村陽二）

ベンガラの町、吹屋の町づくり
洋風木造建築の小学校校舎として国内現役最古の吹屋小学校は、来年2012年３月の閉校が決まっている。1909（明治33）年建設で木造平屋建
ての東西校舎。1909（明治42）年に建てられた木造二階、寄棟造、桟瓦葺の中央本館は、玄関をはじめ要所に嵌め殺しの明かり取り窓を入れた
優美な外観を持ち、黒ずんだ板張りに、石州瓦の赤褐色が映える。玄関から校舎を見上げると、まさに明治時代にもどった感がある。
小学校のある吹屋地区は、かつて銅山の町だった。
副産物として出る硫化鉄鉱石を原料に、赤色顔料ベンガラを作る技術を江戸時代
後期に開発。建物の塗料や陶磁器の顔料などに広く使われた。ベンガラ格子に赤
銅色の石州瓦、妻入の切妻型、平入型式等が印象的な風情たたずむ商家・町屋が
立ち並び、1977（昭和52）年に、文化庁から重要伝統的建造物群保存地区として選
定されている。それぞれの建物は旦那衆の相談のもと、石州から宮大工の棟梁た
ちをわざわざ招いて、町全体を統一したコンセプトで創りあげた。単に古い建物が
残っているだけというのとはわけが違う、なんとも先進的で画期的な町づくりだった。
今は目立つようになった空き家の保存活用策を模索し、町がさびれないようにと知
恵をしぼる。実際に住まうことで伝統や文化を維持し、守り続ける姿勢の中には、
代々暮らしを「楽しむ」術があることにきづく賢人がいる。
吹屋小学校も本来の役割は終えるが、文化財として保存される可能性が高く、建物
が残れば、同窓会のときにでも立ち寄れると期待する賢人たちがいる。（脇屋泰治）

城下町勝山のまち並みとユニークな取組み
三浦藩三万二千石の城下町「勝山」、江戸時代は出雲街道の宿場町として栄え、街道に沿って流れる旭川の川岸は高瀬舟発着地となり、県北
の物流拠点として発展しました。
旧出雲街道に沿って南北約１ｋｍに残るまち並みは、昭和60年岡山県で最初の「町並み保存地区整備事業」第一号に指定。緑豊かな城山・太鼓
山を背景に、連子格子・虫籠窓の美しい白壁の商家、寺町や武家屋敷、高瀬舟発着地の名残を残す石畳等、小さいながら美しい城下町としての

風情を感じさせてくれます。
勝山のまち並みを一躍有名にしたのが、通りの軒先に掲げられた「のれんのある風
景」。保存地区内にある「ひのき草木染織工房」が作るのれんは、その家の特色を反
映したオリジナルデザイン。現在100軒を数えるまでになり、まち並みに彩りを添える
だけでなく勝山のシンボル的存在になりつつあります。また、伝統のお祭り10月の
「喧嘩だんじり」、新たに平成11年に始めた３月の「勝山お雛まつり」は５日間で４万人
を集客する人気イベントとなり、雛人形が並べられた玄関やお座敷を見ようと通りは
観光客でごった返しています。長年の問題であったまち並み地区の空を占拠してい
た電線も数年前に地中に埋設、アスファルト道路も石畳風のええ(良い)感じの路面に
変わり、一層城下町らしさを加え、多くの訪問者を迎えています。地域住民と行政が
協働して美しい景観づくりに取り組んだ地区を表彰する、平成21年度都市景観大賞
「美しいまちなみ大賞」を受賞。古き良き伝統を受け継ぎつつ、新たな魅力を掘り起す
官民一体の地域力が注目されています。（山崎真由美）

津山のまちづくり
幕末～明治初期にかけ津山では、日本近代化の礎を築いた優れた洋学者を輩出して
いる。西洋の内科医学を初めて紹介した宇田川玄随（うだがわ・げんずい）、藩医であ
り幕末の対米露交渉で活躍した箕作阮甫（みつくり・げんぽ）のほか、宇田川玄真（うだ
がわ・げんしん）、津田真道（つだ・まみち）、宇田川榕菴（うだがわ・ようあん）を含め
「津山洋学５峰」と言われる蘭学・洋学者がおり、その津山洋学に関する資料を展示し
ているのが津山洋学資料館である。
平成22年３月、建築家富田玲子氏（象設計集団）の設計で、津山市城東町並み保存地
区の箕作阮甫旧宅（国指定史跡昭和50年）に隣接して開館した。伝統的町並み景観に
溶け込んだ外観や「津山洋学５峰」をモチーフにした5角形の平面構成、そして美しい
展示空間は多くの来館者を魅了している。第2回JIA中国建築大賞2010の大賞を受賞
した作品でもある。初めて津山に洋学資料館が開館したのは昭和50年のことである。
以前は800ｍほど東に位置した旧妹尾銀行津山支店（津山市指定重要文化財平成4
年）の建物を博物館として転用し、収蔵量600点でスタートした。35年の歳月を経て収
蔵量は7400点を超え、「解体新書」初版本や精巧な木製骨格標本など専門性の高い
貴重な資料を求め、多くの研究者や専門家が来館し、阮甫ホールでの学会も予定され
ている。また、オランダやロシアなど諸外国の領事館、大使館からの訪問もあり洋学を
通じ親交深めている。市民活動としては、「洋学資料館友の会」が昭和56年に発足し、
当初の会員数50名が現在では県内外を含め400名を超え、国際交流イベントの開催
や洋学者の係わった国内外の史跡見学旅行など、行政ではできない幅広く極め細や
かな活動が続けられている。
洋学は医学、薬学、法律、音楽、料理など学問領域が広く、洋学を通じての文化交流
のまちづくりは一市に留まらず国内から海外へと広がり、近代から現代、現代から未来
へと繋がっていく。（山名千代）
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過去から現在、そして明日へ－受け継ぐ、岡山県の町なみ・地域つくり

一万人の世界建築家展
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